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システム 地域協議会と地域支え合い推進員

　地域包括支援センターは、高齢者が安心して暮らし続けられるよう、福島市が設置した高齢者に
関する総合相談窓口です。お住まいの地域ごとに地域包括支援センターが 設置されておりますので、
詳しくは長寿福祉課へお問い合わせください。
　現在、主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士の3職種が配置され、来年度には全ての地域包括
支援センターに認知症地域支援推進員が配置され、4名体制となります。
　利用時間は、月曜日から金曜日の午前8時30分から午後5時15 分まで（祝日、年末年始を除く）です。
相談は無料ですので、お気軽にご利用ください。

　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、偏見を
持たず、認知症の人やその家族を温かく見守る応援者のことです。
認知症サポーター養成講座は、地域だけでなく企業や学校でも開
催されています。
　福島市職員も、今年度から2 年をかけて全職員が認知症サポー
ターとなります！

　市民のみなさんが安心して元気に暮らし続けられる地域づくり（地域包括ケアシステム）のた
めに、地域包括支援センターごとに地域支え合い推進員の配置を進めています。
　地域支え合い推進員が配置された地域から、地域支え合い推進員が中心となり、地域協議会
の設置に取り組んでいます。
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高齢者の相談窓口みなさんで地域づくりについて話し合いましょう！

福島市地域包括支援センター

認知症に関する
支援や相談

権利を守る支援

 暮らしやすい
地域づくりをすすめます

主任ケアマネジャー

社会福祉士保健師

地域包括支援センターのお仕事

北信西地域協議会 さまざまな相談ごと

介護保険のこと、健康のこと、
生活の中で困っていることや心
配なことなど、ご相談ください。

ケアマネジャーへの支援・助言や、地域・
医療・福祉・介護などのネットワーク
づくりに取り組んでいます。

 介護予防や
健康づくりのお手伝い

認知症サポーター養成講座
～認知症を正しく理解しましょう！～　

認知症地域支援推進員

市内に
 約23,800人の
サポーターが
います。

地域協議会とは、「地域が元気になるための話し合いの場」です。

【経　過】
　以前より地域資源のマップ作りを行っていた
方々が中心となって、北信西地域協議会が立ち
上がりました。
【構成メンバー】
　主なメンバーは（現・元）民生委員さん、（現・元）
町内会長さん、居宅介護支援事業所のケアマネ
ジャーさん、病院の相談員さん、グループホー
ムや訪問・通所介護事業所の職員さん、北信支
所職員、地域支え合い推進員など、15名程度で
構成されています。
【現在までの取組】
　現在までマップ作りのほか、地域協議会につ
いて学んだり、認知症になっても暮らしやすい
北信西地区を考えたり、地域支え合い推進員の
活動報告を聞いたりといった活動をしています。

▲ みなさんで作った「ほくしんサポートマップ」（生活支援編）

▲この日は認知症になっても暮らしやすい北信西地域について
　みなさんで話し合いました

北信西地域協議会の様子

　市内で最初に地域協議会を立ち上げた北信西地域協議会についてご紹介します。

　地域のかた、高齢者を支援する事業所のかた、地域支え合い推進員が集まって地域づくりに
ついて話し合う場です。
　ここでは、自分たちが「どんな地域で暮らしたいのか」を対等な立場で考えます。

みんなで高齢者を
支えます

みんなで高齢者を
支えます

体力の低下が気になる方、健康を維持した
い方など、みなさんの状態にあった健康づ
くりを応援します。
いきいきももりん体操（4 ページ）取組団
体の支援もしています。

  高齢者虐待への対応や 、成年後見
制度の利用支援など高齢者のみ
なさんの権利を守るための支援
をします。

認知症について心配なこと
などご相談ください。

オレンジリングは、
 「認知症の人を応援します」

という意志を示す
目印です。

　平成30年度までに、全ての地域包括支援セン
ターに認知症地域支援推進員が配置されます（現
在、14か所に配置しています）。
 　認知症地域支援推進員は、地域包括支援セ
ンターの職員とともに、認知症の人やそのご家
族からの相談を受け、 早期に医療や介護につな
いだり、地域のみなさんへ認知症に関する正し
い知識を普及する活動などを行っています。
　吾妻東地域包括支援センターの認知症地域支
援推進員　浅野悦子さん
は、『認知症の人やご家族
が安心して暮らせる地域
づくりをお手伝いしていき
ます！』と話しています。

認知症地域支援推進員
～地域で認知症の人やそのご家族を支えます～


